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序
中国大陸・香港。台湾などの中国語圏の映画は、八十年代まではマニアック
なファンがいるだけであったが、現在では既に広く一般の映画ファンにも受け
入れられるようになっている。毎年数多くの中国語圏映画が日本で公開され、
中でも秀作や話題作は大々的な宣伝だけでなく、口コミによって集客力もある。
中国映画の作品群には、二十年以上前に撮られたものでありながら、今観て
も斬新で衝撃的な作品が幾つもある。中国映画が世界で俄然注目されるきっか
けとなった第五世代と呼ばれる監督たちの作品がそれである。陳凱歌「黄色い
大地』（原題《黄上地》1984)や田壮壮『狩り場の徒」（原題《猟場孔撤》1985)、
張藝謀『紅いコーリャン』（原題《紅高梁》1987）などは発表当時、「中国映画
ここにあり」とばかりにその存在を世界に知らしめたものであるが、題材或い
はストーリー、映像美、全てにおいて今尚見るべき点がある。そして、中国映
画の監督世代論を用いれば、第五世代の一つ上の第四世代に属するものの、上
記の作品群とほぼ同時期に撮られた張暖１斤監督の『青春祭』（'）も、その清新な
叙情美で今も多くの日本人フアンを持つ作品である。
張暖１斤は1940年内蒙古フフホト隼まれの女性監督である。６２年北京電影学
院導演系を卒業し、８１年にバレーボール選手の青春と成長を描いた『沙鴎』で
デビュー。『青春祭』以外にも、『おはよう北京』（原題《北京，休早》1990)、
『雲南物語』（原題《雲南故事》1994）等があり、これらの作品に見られる繊細
な感性と温かな眼差しが高く評価されている。９５年初夏に東京の吉祥寺バウス
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シアターで行なわれた「現代中国女性監督映画祭」では、彼女の『雲南物語』
が呼び物の一つであり、５月上旬の試写会に監督自身も来日予定だったが、病
気により急邊来日は中止。そして、日を置かずして計報が日本のメディアにも
届き、その早い死が惜しまれた。
彼女のデビュー作『沙鴎』は、日本未公開作品であるが、中国本国では「－
種新しい映画言語の試みとして、第四世代の映画作品群及び新時期の映画史上
重要な地位にある」(2)と評価されている。筆者はビデオで鑑賞する機会を得た
が、現代日本の我々から見ると、決して悪い作品ではないにしても、些か「古
臭い」という印象を否めないものであった。一方『青春祭』は、前述の通り、
現代においてもその新鮮な魅力は失われず、その点一つを取っても傑出した存
在であると言える。作品の時代背景は、文化大革命も後半にさしかかった頃。
北京出身の知識青年李純が雲南省のタイ族の山村に下放し、原始的な生活に戸
惑いつつも、新しさ。珍しさに目を開いていく様が描かれている。
本稿では、この原始的な風習の残るタイ族の村に、都会出身の漢族の少女が
やって来たということを手掛かりとして『青春祭ｊの作品分析を行いたい。そ
れによって、タイ族の村人達にとって、異民族の少女李純がいかなる存在であ
ったのかの考察を試みる。都会の少女李純を主人公として見た場合、漢族の目
に映るタイ族の村・生活・風習は新奇なものであっただろう。しかし、逆にタ
イ族の人々にとっても、李純は完全に異質分子であったに違いないのである。
タイ族の人々と北京の少女李純を対比させることで、「青春祭』という作品に内
在するものを指摘するのが本稿の狙いである。
作品について
まず、『青春祭』のあらすじは以下の通りである。
雲南省辺境のタイ族の村に、北京出身の少女李純が下放されてくる。文化大
革命期の中国、都市の青年達は農村に送られた。これを「下放」と言い、名目
は農民の指導を受け、思想改造につとめるというものであったが、実質は「造
反有理」の旗印のもとで好き勝手をするようになった都市の若者を体よく農村
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部に追っ払ったに過ぎない。文革の十年間、社会は荒廃し、教育は行われなか
った。中国共産党指導部は、若者の溢れるエネルギーを持て余していたのであ
る。また、こうして中学や高校在学半ばで農村に送られた若者達を「知識青年」
と称した。
文革期の“不美就是美（美しくないことこそ美しい)”という禁欲的な教条
は、若い李純にも深く浸透しており、彼女は常に作業着のような灰色のシャツ
とズボン姿であった。しかし、村を取り囲む自然の美しさやタイ族の娘の開放
的な明るさの中で、李純は少女本来の美しさや屈託のなさを取り戻し、タイ族
の服を身に纏うようになる。又、自分と同様の立場の下放青年任佳と親しくな
るが、彼と兄的存在であるダーガーとの三角関係に苦しみ、村から逃げ出して
しまう。しかし数年後、大学に入学するために北京に戻り、再び村を訪ねた李
純を迎えたのは、村を呑み込んだ山津波の後の荒涼とした土地であった。
タイトル『青春祭」の「祭」には「文革によって埋葬され、失われてしまっ
た青春へのレクイエム」(3)という意味が籠められており、又英語のタイトルが
“SacrificedYouth”であることにも表れているように、張暖１斤監督はこの作品
の中に文革時に抑圧されていた美や心情の自然な発露を解き放ってやることが
目的であったのだろう。実際、『青春祭』とは直接の関係はないが、監督は中国
映画が欧米諸国に比べて立ち遅れていることを憂い、その主たる原因は文革時
の文化専制主義の圧制であるとも述べている(4)。『青春祭』について論じる時、
こうした監督自身の一貫した姿勢に鑑み、文革を見据えて、当時の知識青年達
が何を考え悩み、いかに過ごしてきたかを主軸にするのが最も正当な方法だろ
う。しかし､『青春祭』は仮に文革や下放という術語を知らなくても充分理解し、
共感できる作品である。それは、まさに主人公の少女の自然な感情の発露を読
み取れるからでもあるが、他方、映画の美しさが雲南省のタイ族の村が舞台で
あったことに起因することも又事実であると思われる。
雲南は美しくﾈIlI秘的な土地である。数多い民族で天下に知られているだけ
でなく、雲南特有の山川景物や珍しい風俗が内外の旅行客を魅了するので
ある。あの石峰の林立する石林、碧波さざめ<昆明湖、優美で神秘的な大
理石、風花雪月の四季の景観、一年中雪を抱いた玉龍の雪山、荒波渦巻く
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ilili備江、“河水逆流”のタイ族のダム(5)。
このような、普段は目にすることの出来ないタイ族の人々の暮らしや服装、
風習、自然や気候といったものが、物語に神秘的でエキゾチックな彩りを添え
ているのである｡仮に主人公李純の下放した先が北方の農村であったとしたら、
或いは少数民族の村ではなかったとしたら、全く別の『青春祭』が出来上がっ
ていただろう。
李純はこのようなタイ族の村で､いかなる存在となっていったのであろうか。
天女は水辺に遊ぶ
遠く離れた雲南省のタイ族の村に下放してきた都会育ちの李純は、見る物聞
く物全てを珍しく思いながらも、同年代のタイ族の少女達が少しも打ち解けて
くれようとしないのを不満に思っていた｡少女達の中で一番の働き手でもあり、
村一番の美少女でもあるイーポーなどは、女王然と李純を見下すような態度を
取り、李純に｢明日柴刈りに行くけれど､遠くてあんたは運んで来られないわ。
あんたは老人組と菜園に行きなさい」と仲間外れの宣言をする(6)。莊然とする
李純に、彼女の世話をしている村の首領は次のように説明する。少女達は李純
の灰色の服が気に入らないのだ。年頃の娘ともあろうものが、どうして綺麗に
着飾らないのか。タイ族の少女達は美しいことを最も好むのだ。首領のこの説
明は李純を驚かした｡彼女はこれまで｢美しくないことこそ美しい」と教わり、
新しい服も洗い晒してなるべく古く見せようとし、自分を着飾るなどというこ
とは思いも寄らなかったのだ。ここで、李純においてパラダイムの転換がはか
られた。村に来てから少女達の美しい服装や髪型、大胆且つ開放的な振る舞い
に刺激されていたこともあり、「雲南と北京は違う、自分がいるのは雲南のタイ
族の村なのだ、郷に入っては郷に従え」とばかりに、タイ族の娘の服を身に纏
ったのである。お下げにしていた髪をお酒落に結い上げ、大きな灰色のシャツ
から体に合ったブラウスへ、灰色のズボンから花筒桾（柄物の巻きスカート）
へ。首領の母親ヤーから貰った銀色のベルトを腰に巻き、李純はタイ族の少女
と何ら変わらぬ姿になった。村の少女達はそんな李純を大歓迎し、女王格のイ
里Ｚ
－ボーですら親しげな態度を示すようになった。
その日、仲間の少女達と市へ出た李純は、郵便局で自分と同じような知識青
年である任佳に出会い､親しくなる｡市からの帰り、李純は裸足で河辺に下り、
顔を洗う。突然目の前に小石が投げられ、李純は顔を上げた。竹で出来た橋の
上に一人のタイ族の青年が立っていた。腰に豹の皮を巻き、背中に猟銃を背負
った体格の良い青年である。青年は橋から飛び降り、李純に近付くと「どこの
村の人？送って行くよ」と話し掛ける。李純はびっくりして慌てて靴を拾い上
げ､青年が腕を掴もうとするのを振り払い、「送ってくれる人がいるから」と言
い、岸へと走って行ってしまう。青年はがっかりしたように李純を見送った。
長い紹介になったが、このタイ族の青年は、実は李純が世話になっている首
領の息子であり、山中で煉瓦を焼くなどして、家を長く留守にしていたダーガ
ーである。二人はその日のうちに首領の家で再会し、互いを知ることになる訳
だが、上記のような二人の避遁は、単に下放青年が世話になっている家の息子
と出会ったというだけでは済まされない。後に李純を挟んでダーガーと任佳が
争うことになるように、出会いからしてダーガーが李純を好ましく思ったとい
う伏線になっているのである。
李純のタイ族の村における存在について考える時、ここで李純のダーガーと
の出会いの場が河辺であったことに着目したい。河辺に遊ぶ少女、それを青年
が目撃し、彼女にアプローチする。この出会いの型は、洋の東西を問わず世界
中にそのヴァリアントを見ることの出来る白鳥処女伝説（Swan-maidentype
myth）である。中国においては、次のように説明されている。
白鳥処女型童話は禁忌を表しているものである。この類の童話は大変美し
く、そのため広きに渡って伝播している。普通は男の主人公が、何羽かの
鳥（白鳥、鶯鳥、鴨、鳩など）が湖畔に飛来し、羽衣を脱ぎ捨てて非常に
美しい女性になるのを目撃する。彼はその中の－人の羽衣を隠し、彼女を
妻にする。何年か経ち、彼女は羽衣を見付け飛び去ってしまい、それきり
戻って来ない。又、彼女の夫が彼女に会えるということもある。この種の
童話はヨーロッパ、アジア、アフリカどこにでもある。我が国の牛郎織女
伝説もこの類に属する。(7)
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この型の説話は、日本・中国・朝鮮半島では天人女房型説話或いは羽衣認と
して知られており、その例は引用にもある「牽牛織女」伝説や《捜神記》、古代
インドの『リグ・ヴェーダ』にも見える世界的な民話のモティーフである。タ
イ族には、古くから伝わる民話「孔雀姫」(8)と長編詩「召樹屯（チャウ・スー
トン)」があるが、これらも典型的な羽衣調である。民話と詩というように、記
載の方法は異なるが、元々口承で伝えられたものであり、内容に相違はない。
他にも「猟人と孔雀」やタイ民話「キンノン姫と王子」等、幾つかパターンが
あるが、基本的にはチャウ・スートン王子が湖に沐浴に来た孔雀姫ナマロナを
見初め、羽衣を隠し、彼女を妻とする話である(9)。張暖折監督が『青春祭』に
おいて、タイ族の民話をどこまで意識したかはともかく、「孔雀姫」を代表とす
る天人女房型説話を『青春祭』に照応させてみると、李純を「下放した知識青
年」以外の姿でとらえなおすことが出来るのである。
この「孔雀姫」や「牽牛織女」等、羽衣認でまず共通しているのは、水辺に
遊ぶ少女は天人であるということが挙げられる。また、例えば日本でも様々な
ヴァリアントのある「田螺女房」や「蛙女房」は異類女房護であるが、水辺で
青年と少女が出会うという点では羽衣讃に共通しており、更にこれらの説話の
背景に稲作・農耕生活があることを考慮に入れると、田螺・蛙＝水神の図式が
あることが見えてくる。天人も無論人間界の者ではない。つまり異界の者、異
人と言うことが出来る。古来、海や川或いは湖、池などは、異界との境界と
して描かれてきた。天女（=異人）が水辺にいるのは不思議ならざることなの
である｡大林太良は天人女房譜の構造を｢いちばん最初に男と女が別々にいる。
そして川を媒介として二人は出会う｡｣('0)と分析している。『青春祭』において、
タイ族の青年ダーガーを説話の主人公に置き換えて見た場合、水辺にいる少女
李純は天人であると見ることが出来よう。遠く離れ、言葉も生活習慣も異なる
別世界「北京」から来た天女なのである。
『日本書紀』巻二には次のような記述が見える。
時に皇孫、因りて宮殿を立てて、是に遊息みます。後にimL狸lこ遊幸して、
－の美人を見す。皇孫問ひて曰はく、「ik1主量誰zh二王三」とのたまふ。対へ
て日さく、「妾は是大山祇神の子。名はﾈ''１吾田鹿葦津姫亦の名は木花開耶
堅３
姫」とまうす。(u）（傍線筆者）
ニニギノミコトがコノハナノサクヤビメと出会う下りであるが、－つ目の下
線部にあるように、ここでも青年と少女は水辺で出会っている。ニニギノミコ
トは皇孫であり、『日本書紀｣の中では天皇こそが人間を超越した神としての存
在、つまり異人であると見なせるため、この下りを女性が異人であるという天
人女房型説話・羽衣識のパターンには組み込み難いが、羽衣證を広く考えた際
には、その系譜にあると見ることは出来よう。ここで注目すべきは、皇孫ニニ
ギノミコトが海辺でコノハナノサクヤビメと出会った時に「汝は誰が子ぞ」と
話し掛けていることである。そして、その直後にニニギノミコトはコノハナノ
サクヤビメに求婚している。
興味深いことに、この「誰何してすぐ求婚する」というパターンは、天人女
房護にはよく見られるものなのである。例えばインドネシアの民話では、青年
ママヌアが湖で白鳥から美しい娘に変わったリンカンベネに「名前はなんてい
うの？」と話し掛けて、後に結婚するし('2)、同じくインドネシアのマドゥラ島
の民話では、青年アリオ・メナクが湖で妖精二・ぺり・トウンジュン・ヴウラ
ンに出会った際に、「娘さん､許して下さい。お名前はなんとおっしゃるんです
か？」と尋ねている('3)｡一方『青春祭』ではダーガーが李純に「どこの村の人？
（休是梛十桑子的？）」と話し掛けている。この台詞は、天人女房型説話とい
う文脈において考えれば「汝は是誰が子ぞ」を想起させ、求婚を暗示させるも
のになろう。まさに「水辺における青年と少女の避遁→誰何（→求婚)」の図式
である。
水辺の李純に「どこの村の人？」と話し掛けるダーガー。夕日が川面に反射
する中で撮られたこの美しいシーンを、天人女房型説話を媒介に読み直してみ
ると、その中で明らかになったのは李純＝天女（異人）という図式であった。
天女は見た
前節では求婚の暗示について指摘したが、本節では更に愛情面に絞って物語
を追ってみたい。
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河辺で少女と青年が出会えば、天人女房型説話を念頭に置かずとも、この二
人が惹かれ合うのではないかと想像するのは容易である｡｢夕暮れの河辺で目を
見交わす若い男女」というシーンを見れば､誰しもそう考えるだろう。この「目
を見交わす｣、「見合う」という行為は、実は大変興味深い。
日本の古語に「見合ひ（まぐはひ)」という言葉があるが、これは男女が目を
見合わせて愛情を通わせることであり、転じて結婚の意となる。古語を引き合
いにするまでもなく、現代の「お見合い」も結婚につなげるものとして男女が
会う（＝見合う）典型的な例である。日本の例を中国に直接当てはめてしまう
のは危険であるが､「見合う」という行為はそもそも二者が目と目を見交わすこ
とであり、そこには何らかの情が通じ合っていると見て間違いはないだろう。
文学にしろ、映画にしろ、芸術作品において、目を見交わすのが若い男女であ
れば、そこから双方における恋愛感情の萌芽を感じ取ることが出来ると言って
も過言ではない。
李純とダーガーは河辺で目を見交わすが、その場では別れ、首領の家で再会
する。その後は兄妹として生活していく。しかし、山中で道に迷った李純をダ
ーガーが助けに来た時、彼は李純を厳しく叱責する。李純は「私の記憶する限
り、ダーガーはそれまであんなに怒ったことはなかった。でも、私はその時、
彼の胸の内に兄妹の情を越えるものがあるとは認めたくなった｡」と振り返り、
ダーガーの李純への好意の存在を明らかにしている。河辺で出会った二人のう
ち、少なくとも青年の方は少女に恋心を抱いているのである。二人が同じ家で
兄妹として暮らしていることから、擬似家族として生活していたと言えるが、
更に些か乱暴な言い方をすれば、それはダーガーと李純の擬似結婚生活であっ
たとも指摘出来るだろう。それは後に首領が李純に語った「ヤーはずっとお前
を自分の孫の嫁だと思っていたんだよ｡」という台詞からも裏付けられる。
一方、李純にはボーイフレンドがいた。市場に行った際に出会った、同じ知
識青年任佳である。二人は下放しているという同様の境遇への共感から親しく
なった。李純は「彼は私とこんなにも親しくなれた初めての男の子だった。私
は女の子の親友に対するように、何でも彼に話し、別れた後はいつもがっかり
した｡」と語っている。作品中、ダーガーの李純への愛情が明示されているのに
堅５
対し、任佳と李純の関係は暖味である。一人が親しい友達であるというのは確
かだが、それが文革期の知識青年同士の心の交流に過ぎなかったのか、或いは
明確な愛情に至る前のほのかな感情のやり取りであったのか、映画でははっき
りとは描かれていない。
収穫の秋が来た。農耕民族の全てがそうであるように、タイ族にとっても秋
は最も楽しい季節である。村をあげての収穫祭のシーンは、民族色が濃いとい
う点で映画全編を通じても印象的である。ご,馳走に酒、ファイヤーストーム、
歌や踊り。人々に混じって踊っていた李純は、任佳が訪ねてきたことを知って
踊りの輪から外れる。李純と任佳が祭りの賑わいから遠ざかっていくのを、ダ
ーガーは憤葱やる方ないといった表情で見送る｡彼は自らも踊りの輪から外れ、
イーポーから酒の入った碗を受け取るが、視線は李純に注がれたままである。
イーポーはダーガーを気遣うように見詰めるが、ダーガーは彼女の視線には気
付かず酒を飲み干す。村の少女達のリーダーである女王然としたイーポーは、
ダーガーをずっと好きだったのである。このシーンにも、視線に愛情の在り処
が表れている。李純を見詰め続けるダーガーと、そのダーガーを見詰めるイー
ポー｡視線(＝愛情)はイーポー→ダーガー→李純という向きで放たれている。
イーポーはダーガーと目を合わすことはない。よって愛情が通い合うこともな
いのである。彼女自身もそれを理解しており、嫉妬に駆られて、李純に「あん
た、ここにいて何になるって言うの？出て行ってよ。今すぐ出て行って。ここ
を離れて｡」と言ってしまうのである。
このように､イーポーとダーガーの間には一方通行の愛情しかない｡しかし、
前節で述べた河辺でのシーンを振り返ってみると、李純とダーガーの間には交
わされる視線がある。天人女房型説話に照応させてみれば、二人は間違いなく
結ばれるのである。
ところが、地上において人間と結ばれる天人女房は、そのまま安穏と地上で
暮らしてはいない。天人女房型説話では定石であることだが、異人は人間界を
離れようとするのである。次節でそれについて見ていこう。
4６
天女は故郷を恋しがる
李純はタイ族の村で、柴刈りや田植えなど慣れない仕事に苦労をする。村人
からは、知識青年は所詮役立たずという評価しか得られない。しかし、一人の
少年の病気を7台したことで、彼女は村人の信頼と尊敬を勝ち取った。病気の少
年の傍らで神に祈り、牛を殺して神に捧げない限り病気は治らないと訴える少
年の母親。このように呪術や迷信、俗信が根付いている山中の僻村に、李純は
近代医術を持ち込むことによって、自らの村における存在意義を見出したので
ある。李純は市場で医学書を求め、勉強した。非文明化地域に住むタイ族の村
人達にとって、李純の近代医療の知識や技術は魔法のように感じられたであろ
うし、そのような魔法を用いた李純を超自然の存在（＝神）とすら見なしたに
違いない。医療知識・技術はそれまで村にはなかったものであり、こうした異
質なものの導入は、結果として村における李純の異人性を際立たせるものとな
った。村人達にとって医療知識・技術は役に立つものでもあったが、同時に李
純が自分達とは異なる存在であり、天人・異人であると改めて認識させるもの
でもあったと指摘できる。
関敬吾は、説話における「天女」について次のように分析している。
天女は、飛び衣を絶えず捜している。それを手にするとき、天女は再びも
との姿と力を取り返すことができる｡呪衣を捜し出し､身につけることは、
異族の女房がそのもとの姿に、その本源的な生活に還ることを意味する。
（14）
李純がタイ族の村で異人I生を発揮したということ。それはつまり異人である
彼女が、いかにタイ族の娘と同様の髪型・服装をしても、本来の「北京の知識
青年」という姿を現し始めたということにつながるのである。そして、それは
李純が「本源的な生活に還る」予兆ともなるのだ。
少年の病気を1台してすっかり村に溶け込んだかに見える李純は、ある晩ふと
歌を口ずさむ。「青い青い野葡萄、黄色い小さなお月様、母さん心配している、
どうやってジャムを作ろうか、お母さんお母さん、私は言うの、お母さんお母
さん、がっかりしないで、朝ならあの雛の上に、甘い甘い真っ赤な太陽がある
ユァ
わ－」Ｕ５)それを聴いていた少年（李純が病気を治してあげた少年である）は
「お姉ちゃん、お家が恋しいの？」と声をかける。李純は悲しげに笑い、自分
にはもう家などなくなってしまったのだと考える。北京とはまるで異なる雲南
の山村において無我夢中で過ごしていたが、李純もやはり十代の少女である、
ホームシックに罹ったのだ｡歌の中で繰り返される「お母さん（蛎娠)」という
言葉が、そこに篭められた李純の望郷の念と、家族ですら離れ離れにされた文
化大革命という当時の過酷な社会背景を浮かび上げている。『青春祭』において
この歌は、李純の故郷への思いの流露として機能しているのである。
天女としての李純は、歌によって故郷を偲んでいるが、彼女には故郷を思い
出させる存在があった。北京出身で、同じように農村に下放している知識青年
任佳である。彼と李純は頻繁に会い、何の本を読んだか、北京に帰れたら大学
に進学するかなどの問題について語り合う。それもタイ族の言葉ではなく、標
準語で話せるのである。又ある時、タイ族の村人が歌う直裁な愛情表現の歌に
ついて、「あんな風に露骨に歌って恥ずかしくないのかしら？」と言う李純に、
任佳は「何が恥ずかしいものか。ああいうのが良いと僕は思うよ。心で思った
通りに言うってのがね｡」と真率な感情の表明を説く。任佳は季純に北京や学校
の仲間母親､そしてあるがままの自分を思い出させてくれる存在なのである。
一方、李純に好意を持つダーガーにとっては、任佳は李純と同じ異界に属し、
李純と自分が結ばれるのを妨げ、彼女を異界へと連れ帰ってしまうであろう異
人であった。
天女が地上で自らの故郷（＝異界）を思いやる物語の代表格は『竹取物語』
であろう。かぐや姫は人間界にいるものの、月の世界の者である。自分を世話
してくれたお爺さんやお婆さんに感謝はしているが、月に帰ることに対しても
気持ちが惹かれているのである。奇しくも『竹取物語』は羽衣説話の－変形で
あるとの指摘もある('6)。『青春祭」においても、天女（＝李純）は人間界（＝
タイ族の村）に身を置きながら、本来の自分の姿を改めて思い出し、異界であ
る故郷（＝北京）を偲んでいるのである。
4８
天女昇天
ダーガーと任佳が自分のことで争い、その結果イーポーに罵られた李純は、
村を出ることを余儀なくされた。傷付き当惑し、李純は村を抜け別の村へと向
かう。それまでいた村から遠く離れた山間の小さな村落で、彼女は小学校の教
師となった。任佳との付き合いは続いている。そこへタイ族の村で彼女の世話
を引き受けていた首領が訪ねて来、李純を可愛がっていたヤーが危篤だと告げ
る。しかし、!慌てて李純が駆けつけた時にはヤーの目は閉じられ、二度と開く
ことはなかった。
かぐや姫に、彼女を育て、慈しんだお爺さんとお婆さんがいたように、李純
にはヤーがいた。村の首領の母親であるヤーは、自分の宝物であった銀のベル
トを贈るほどに彼女を大切に思い、娘のように接していたのである。ヤーは李
純が何故村を出て行ったか理解できず、最期まで李純のブラウスを握り締め、
「行かないで、行かないで｡」と咳いていた。
静かに進む葬列。屍を焼き、燃え上がる火。映画はそこで場面を換え、－面
灰色の山谷となる。そこに李純のナレーションがかぶさる。「何年か後、私は北
京に戻って大学に入った。しかし任佳はあの地に永遠に残った。あの－年に渡
る雨季が山津波を起こし、夜中に泥の波が山の麓の村を覆い尽くしてしまった
のだ｡任佳や村にいた私の家族たちも無情な泥に呑み込まれてしまった｡」莊漠
とした荒野の中、李純は立ち尽くし、－人すすり泣く。「それから何年というも
の、私はよくあの土地の夢を見る。あの池、あのバナナ林、それからあの大き
な龍樹ｂ歳月は流れて行き、人事は変わり行く。しかし私は信じている、あそ
こでは永遠に水は青く、草は緑であると｡」
羽衣説話の結末を思い出してみよう。「牽牛織女」では、牽牛と織女は天の川
に隔てられ､一年に－度しか会うことが許されない。異類婚姻認の「田螺女房」
や「蛙女房」では、夫婦が幸せに暮らしている中、衣を返してもらった妻は元
の姿に戻り、姿を消す。更に『竹取物語』においては、かぐや姫は月に帰る。
「孔雀姫」のように孔雀姫と王子が困難を乗り越え、仲睦まじく暮らしてゆく
というハッピーエンド型の説話もある('7)が､羽衣説話･天人女房認の多くは、
ﾕ,
異人異類たる妻が異界に戻ってしまうという結末を有している。これについて
関敬吾は以下のように述べている。
人間と動物、神格をもった異族との婚姻は、配偶者が男性であろうと女性
であろうと、永続的な結合、幸福な婚姻は成立しない。配偶者の神格が強
調されればされるほど離別は必然的であって、人間は結婚によって異族の
女性を神性もしくは動物性から解放することはできない。('8）
つまり天人女房型説話･異類婚姻譜には、「異人はいつか異界へ帰る」という
前提があるのである。それ故、人間界において夫婦となっても、異人の妻は夫
を残し、一人異界へ戻らねばならないのだ。『青春祭』において、天女の役割を
振られた李純も例に漏れず昇天した。天界である北京に戻ったのである。その
証左として、山津波の後の荒野で－人泣く李純は洋服を着ている。李純がタイ
族の服を着、タイ族の文化を受容したことは、彼女のタイ族への融合を示すも
のであり、異界から地上へ降り立った天女の人間界への同化の指標とも言える
ものであった。しかし、最後に李純はやはり羽衣（洋服）を身に纏い、元の姿
（都会の漢族の少女）に戻ったのである。そして、かぐや姫が二度と人間界へ
降りて来ることがなかったように、羽衣を手にしてしまった李純も村を訪ねる
ことが出来なかった。いや、正確に言えば訪ねたのではあるが、村は山津波に
沈んで跡形もなかったのである。いずれにしても、李純が以前のままの村を訪
ねることはなかったし、タイ族の村人達との再会も叶わなかった。李純は寂蓼
感の中で自らの「青春」の喪失を悟る。そして夢の中で、失われたからこそ却
って永遠の美を放つタイ族の村を想い、求め続けるのであった。
結び
以上、『青春祭」を世界的な民話のモティーフである羽衣説話を通して見、李
純を天人女房としてとらえてきたが、最後に原作である小説《有一個美麗的地
方》u，)との比較を行うことにする。
《有一個美麗的地方》は原作者張曼菱の実体I験が基になっている作品である。
張曼菱は1969年にタイ族の村に赴くが、タイ語を学び、タイ族の服装を好んだ
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ために、現地の人に息子の嫁になるのだと勘違いされたようである(20)。この点
も小説、ひいては映画『青春祭」の李純像に反映されている。
基本的な大筋において、映画は原作である小説の筋に忠実であるが、大きな
相違が-つある。原作が淡々とした中に明るさを感じさせる味わいであるのに
対し、映画は悲劇的色彩が非常に濃いということである。そのため原作者張曼
菱は、『青春祭』の仕上がりにあまり満足していない(21)。この原作者張曼菱と
映画監督張暖１斤の姿勢の相違は、そのままタイトルの相違にも表れている。自
らが過ごしたタイ族の村や親しく交流した村人達への懐古愛惜の念を感じる
「有一個美麗的地方（ある美しい場所)」と、「文革によって埋葬され、失われ
てしまった青春へのレクイエム」としての「青春祭｣。『青春祭」は決して悲劇
映画ではない。雲南省のタイ族の村を美しく撮り、原作の雰囲気を残してもい
る。しかし、ラストの悲劇性も否定は出来ないのである。そもそも「祭」とい
う語は「弔う｣、「死者を追悼する」の詣である。張暖１斤は映画において、悲劇
的色彩を表出することによって、英語のタイトルにも通じる時代的悲劇性を表
したかったのであろう。『青春祭』の作品世界と上述の羽衣説話との類似は、或
いは単なる偶然かもしれない｡しかしこの類似の指摘によって、作品に内在す
る悲劇性が顕在化されたと言えるのではないだろうか。
映画のラストでは主題歌“青青的野葡萄”が流れる中、美しい雲南の景色が
映される。夕日、竹林、湖水。天を目指して飛ぶ白鷺が象徴的である。爽やか
で清々しいラストシーンである｡このラストについて張暖１斤監督は、映像によ
って表した詩であると語っている。
このシーンは人生への称讃、青春への追悼の念及び生命や自然、未来への
憧れと愛を含んでいる。ラストの歌は無い方が良いと言った人もいたが、
（中略)それでは李純が過ごした生活に対する私の認識や考えを体現出来な
いと私は思った。ただ重苦しい追悼だけでは充分でなく、温かく美しい思
い出、気持ちの籠った賛美と愛、そして未来への期待と信念があるべきな
のだ。(22）
画面に映し出される、漢族文化とは大きく異なる雲南の景観には、漢族によ
る「オリエンタリズム」的眼差しが指摘されるかもしれない。中国における圧
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倒的多数である漢族の目、或いは我々外国人の観客の目に、雲南省タイ族の村
は客体でしかなく、その意味においては『青春祭』の中にも帝国主義と植民地
の関係が灰見えると言って良い。しかし、このラストシーンにこそ、張暖１斤の
監督としての本意が篭められていると考えられる。ラストシーンが美しければ
美しいほど、山津波に沈んだ村や失われた青春の悲劇性はより色濃く浮かび上
がる。漢族の社会や文化、更に当時においては文化大革命という現実と雲南の
山中の村落に見る落差は、単にエキゾチシズムや物珍しさだけではない、決定
的な差を表現しているのである。つまり都市から遠く離れた１１１中の村落は、政
治的スローガンもイデオロギーも届かない「別世界」のメタファーなのだ。雲
南のタイ族の人々にとっては、李純は異界北京から来た異人であったが、李純
にとってはタイ族の村こそが天界であった。
李純が夢の中で今尚求め続ける土地、そこは文章の嵐吹き荒れる北京とは大
きく異なる別天地、李純の二度とは戻り得ぬ青春の地であった。
（１）『青春祭』は1985年北京電影学院青年電影制片廠製作。原題同じ・張暖折
編劇．監督。原作張曼菱《有一個美麗的地方》。
(2)饒朔光．斐亜莉著《新時期電影文化思潮》中国広播電視出版社1997年
(3)大映．東光徳間編『中国映画の全貌100』徳間書店1995年
(4)張暖|斤・李陀く談電影語言的現代化〉（李晋生・徐虹・羅芸軍編選《中国電
影理論文選》下巻文化芸術出版社1992年）
(5)和鐘華く雲南少数民族山川景物伝説鍔議〉（《中国民間伝説論文集》中国民間
伝説文芸出版社1986年）
(`)上海文芸出版社編《探索電影集》（上海文芸出版社1987年）所収のｉ青春
祭』完成台本に基づく。以下、粗筋・引用も本書に拠る。
(7)趙景深著《童話学ABC》・原本未入手のため、劉守華く孔雀公主故事的流伝
和演変〉（《民間文芸集刊》第八集上海文芸出版社1987年）に拠る。
(8)千田九一.村松一弥編『中国現代文学選集20.少数民族文学集』（平凡社昭
和38年）には「王子と孔雀姫」として収録されている。又、「召樹屯」も本
書収録。
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(9)雲南省民族民間文学西双版納調査隊く泰族古代的幾部長編叙事詩〉（《中国民
間文学論文選．中》上海文芸出版社1980年）に拠る。
(10）『日本民俗文化大系第七巻演者と観客＝生活の中の遊び］（小学館昭
和59年）より「第四章口承文芸の世界」大林太良「￣口承文芸の分類」
(u)坂本太郎.家永三郎.井上光貞.大野晋校注『日本書紀〔－〕｣岩波文庫１９９４
年
('2)インドネシア「ママヌアとウランセンドウ」小沢俊夫編訳『世界の民話１０
アジアⅡ』（ぎようせい昭和52年）白鳥に化けていたリンカンベネは、天
界の最高神ムンツウンツの娘である。
('3)インドネシア・マドウラ島「アリオ・メナクが妖精の嫁をもらった話」小
沢俊夫編訳『世界の民話２２インドネシア他』（ぎようせい昭和54年）
('4）『関敬吾著作集２.昔話の歴史』（同朋社昭和57年）「Ⅲ天津乙女」
('5)原文“青青的野葡萄，淡黄的小月亮婚鳩発愁了，忽慶作果醤鳴一蛎婚，
鳴一婿婚。我説轤蠣蠣蠣，別憂傷，在那早晨的離笛上，有一枚甜甜的紅太陽
-,,『青春祭』の音楽担当は窪小松と劉索拉。『青春祭』が製作された1985
年､劉索拉は小説《休別無選択》で作家デビュー。ポスト文革の代表的作家
の－人と目された。
('6)三品彰英「かぐや姫の本質について－－竹取物語素材の研究」（『三品彰英
論文集第三巻神話と文化史』平凡社昭和46年）
('7)馬学良．梁庭望・李雲忠主編《中国少数民族文学比較研究》（中央民族大学
出版社1997年）において、「女性変形故事」の“天鶯仙女''型の説明に次
のようにある。「様々な原因によって夫婦は離れ離れになり、巧妙な奮闘を
経て再び幸せになったり、タブーを犯して永遠に再会が叶わなかったりと、
結末には悲喜の二種類がある｡」
us)同（14）
('9)張曼菱《有一個美麗的地方》・初出は《当代》1982年第三期。後にく雲>、
〈星〉とともに同名の中編小説集(人民文学出版社1984年)所収｡なお、
張曼菱は1947年雲南省昆明生まれ。文革中にタイ族の村に下放し、後北京
aヲ
大学中文系に学ぶ。在学中に《有一個美麗的地方》を発表｡他の作品に散文
《花児為什塵這様紅》や中篇《唱着来唱着去》など。
(20)魏玉伝編《中国現当代女作家伝》（中国婦女出版社1990年）に「1969年
雲南省西南の盈口のタイ族の集落に移住。タイ語を好んで学び、タイ族の服
装を好んで身に付けたため、タイ族に息子の嫁になると誤解された。誤解の
後、異なる民族や文化に対する好感が一層増した｡」とある。
(21)同（20)。「後に（《有一個美麗的地方》は）映画『青春祭」に改編され、国
際的な賞も受賞した。しかし、『青春祭』には終始あまり満足していなかっ
た。過度に悲劇的な痕跡があるのを嫌ったのである｡」とある。
(22)同（６）
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